
教育部 指導室 教育支援担当

中学生を対象とした適応指導教室（教育支援センター）の設置について

○必要最小限の工事で対応
⇒教育支援センターの活動に必要な機能の確保を前提に，既存の状態を有効的に活用
し，必要最小限の工事範囲で改装することで，低コストかつ工期の大幅な短縮を図る

１ 施設の概要

○受入人数⇒１日２０人程度を上限に調整
○職員数⇒指導員４～５人，教育支援コーディネーター１人を想定

※その他，心理士が巡回
○受入日数⇒１人当たり週３日の利用を想定（太陽の子と同様）
○事務室⇒鍵付きの部屋として個人情報を適切に管理

フリーアドレス
○活動スペース

⇒パーテーション等を活用し，臨機応変に個々の活動をサポートで
きるようにする。また，太陽の子と同等程度のサービスを前提とし
つつ，義務教育終了後の進路を見据え，在籍校及びはしうち教室と
の連携やオンライン教材の活用により，学習指導への比重を高める
○クールダウンスペース
⇒読書，緊急的な体調不良児への対応など，静かに過ごせる場所と
して利用
〇利用可能日及び時間
原則 月～金 ９：００～１５：００を想定（三季休業を除く）

〇本事業で活用する以外の時間帯の利用について
土日昼間の時間帯に，必要に応じて，可動壁を開放し，プレイセ

ンターちょうふが活動スペース（畳）部分まで拡大して使用できる
ように調整

２ 運営の概要

４ スケジュール
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工事 契約

広報・名称選定・申込

プレ開室
（４月から
本開室）

設置条例改正 第４回定例会

不登校児童・生徒から名称案
募集・決定（２学期開始後～）

利用者説明会・申込受付

○内装工事費 １２００万円
○委託料 ８６９万１０００円
○備品購入費 ６８４万４０００円
○消耗品費 ２４１万４０００円
○光熱水費負担金 ７６万７０００円
○諸経費（役務費等）６３万４０００円
補正予算額 ３１３５万円

３ 予算

名称も「教育支援センター」へ変更

令和７年第３回調布市議会定例会
文教委員会補正予算説明資料

旧：調理場


